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４．考察 
崩壊は、時間雨量 50 mmの降雨を 1時間 4分降
らせたところで発生した。総雨量は 90 mmであっ
た。加速度の経時変化は図-３の通りである。上から
データ数、X軸、Y軸、Z軸となっている。ここで、
センサの設置方向は 2006、2007年度同じ向きである
が、Y軸に注目すると傾きが 2006年度とは逆向きに
なっていた。これより、両年での崩壊パターンが違

うことが確認できた。また、Ch2 ,Ch3の経時変化で
も Ch1 ,Ch4の経時変化とY軸の向きが逆向きにな
っており、斜面上部と下部ではセンサの回転方向が

違うことも分かった。 
谷本ら 1) によれば、加振によって亀裂に近い斜面

上部では降雨による浸透性能が上昇するという傾向

が認められたとの報告がある。これより，浸透性能

が上昇した土砂部分は飽和状態になりやすく破壊し

やすくなっている可能性がある。図-4 の様に 2007
年亀裂が出来たところは Ch1，Ch4の上部に一つ，
Ch2，Ch3の下部に一つの計二つ見られた。2006年
度の崩壊実験の際には Ch1，Ch4の下部に一つずつ
見られた。これより、2007年と 2006年の崩壊のパ
ターンが異なっていた事が予想される。図-5,6 は
2006年、2007年度の Ch1における崩壊前に検出し
た微弱徴候図である。2006年度では、崩壊約 20分
前から検出されたのに対し、2007年度では微弱兆候
は約 2分前から検出された。これより、2007年度の
崩壊は微弱兆候がほとんど見られない危険な突発的

な崩壊だったと言える。 
亀裂発生時刻と微弱兆候発生時刻を比較して見る

とほぼ同時刻に発生していることが分かった。これ

より、加速度センサ埋設位置と亀裂発生位置から崩

壊現象の予測に繋がる知見が得られる可能性がある。

また、微弱兆候検出時刻と亀裂発生時刻との比較か

ら崩壊現象の特性解明についての知見が得られる可

能性がある。今後は，これらについてのより詳細な

検討を行っていく予定である。 
 

参考文献 1) 谷本ら 平成18年度砂防学会研究発表会 

概要集PP.134-135.2006. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 崩壊前の微弱兆候図（Ch 1  2007年度 ） 

図-4 亀裂発生位置図 

図-5 崩壊前の微弱兆候図（Ch1 2006年度）
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